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１　配置状況

小学校名 校務用（台） 児童用(GIGA)（台） 合計（台） 中学校名 校務用（台） 生徒用(GIGA)（台） 合計（台）

吹田第一 24 260 284 第一 53 803 856

吹田第二 31 359 390 第二 38 410 448

吹田第三 33 471 504 第三 25 252 277

吹田東 26 298 324 第五 32 347 379

吹田南 51 859 910 第六 45 498 543

吹田第六 24 269 293 片山 47 729 776

千里第一 44 780 824 佐井寺 42 575 617

千里第二 53 1,086 1,139 南千里 33 387 420

千里第三 53 1,067 1,120 豊津 49 695 744

千里新田 42 828 870 豊津西 37 408 445

佐井寺 38 611 649 山田 47 712 759

東佐井寺 34 506 540 西山田 31 369 400

岸部第一 26 245 271 山田東 35 484 519

岸部第二 38 600 638 千里丘 64 948 1,012

豊津第一 54 1,036 1,090 高野台 35 350 385

豊津第二 32 479 511 青山台 30 359 389

江坂大池 30 454 484 竹見台 31 395 426

山手 33 538 571 古江台 38 410 448

片山 51 876 927 中学校合計 712 9,131 9,843

山田第一 34 520 554 小・中 合 計 2,036 30,607 32,643

山田第二 36 527 563

山田第三 26 298 324

山田第五 18 175 193

東山田 54 1,021 1,075

南山田 50 983 1,033

西山田 27 420 447

北山田 32 496 528

千里丘北 49 887 936

佐竹台 43 789 832

高野台 25 268 293

津雲台 37 619 656

古江台 39 589 628

藤白台 46 835 881

青山台 23 258 281

桃山台 40 770 810

千里たけみ 28 399 427

小学校合計 1,324 21,476 22,800

学校教育部教育センター

令和4年度（2022年度） 学校における校務用パソコン及びGIGAスクール構想端末の配置状況　Ｎｏ．1



教員が使用している状況（令和2年度から導入の各教室設置のプロジェクタを利用する場合も含む）
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児童・生徒が使用している状況。

利用例
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授業支援ソフト「ミライシード」を活用することで、一人ひとりの児童・生徒の考えや意見を瞬時に集約し、プ

ロジェクタに投影することで、全体で共有させることができた。また、集約したデータを基に評価することがで

きた。

端末の持ち帰りを行い、授業で学んだことの復習や次の授業の予習に活用することができた。また、家庭学習と

して調べ学習に活用したり、「ミライシード」内のドリルパークを活用し、日々の学習の定着や既習学年の復習

などを行うことができた。

２　利用状況（GIGAスクール構想による端末）

日々の授業において授業支援システム「ミライシード」内のオクリンク・ムーブノートを活用して、児童・生徒

同士が学びの共有をすることで、自分の考えと比べたり、自分の考えを持つ上での参考にしたりすることができ

た。また、他者の考えを確認し、その考えに対して自分なりの考えを持ち、相手に考えを述べることもできた。

体育の実技や音楽の歌唱や演奏において、動画を撮影し、客観的に自分の動きを観察することで自らの課題をと

らえ、その後の活動に活かすことができた。自らの動きを観察するためだけでなく、友だちに確認してもらって

アドバイスをもらったり、友だちと自分とを比べることでよりよい動きや歌唱、演奏につなげることができた。

家庭にいる児童・生徒が、SUNネット端末でMicrosoft Teamsを活用してオンラインでつなぎ、学校・学年・学

級で行われている教育活動にリアルタイムで参加することができた。また、校内の児童・生徒が、Teamsを活用

して他校と交流するなど、学校外との交流を行うこともできた。
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１　利用状況（校務用機）

家庭にいる児童・生徒の児童用端末と学校の教員機をネットワークで接続し、Microsoft Teamsを活用し、リア

ルタイムでオンラインホームルームやオンライン授業配信を必要に応じて実施している。

集合型の研修だけではなく、必要に応じてMicrosoft Teamsを活用したオンライン形式やオンデマンド形式の研

修を実施することができた。


